
子どもの健康と安全
Child health and safety330332067 田村佳世 専門 1 選択 3後期

科目の概要
DP②、③に記載している現代のこどもの生活問題に対する認識と現実の保育および教育現場での課題に対する見識を深め、専門的な知識と技能を身に付け、現代の子育て問題や教育再生、地域再生
に取り組むことができ、 自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献しようとする姿勢を持つ保育者の育成を目指します。
また、こどもの生活学科のDP「人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材育成」を受け、10年間の保育所保育士として勤めた経験を活かし、保育における具体的な場面指導や子ど
も理解に関する講義・演習を行います。
特にこの科目では、子どもの生活の質の向上、子育て家族の福祉に貢献するための知識及び技能を身に着けるために、保健的観点を踏まえた保育環境及び援助、保育における健康及び安全の管理に
ついて学び、子どもの体調不良に対する適切な対応や感染症対応ついて保育における保健的対応方法を身に着けます。さらに、3歳未満児や障がいを持つ子どもなど特別な配慮を必要とする子どもの
健康及び安全の管理の実施体制ついて認識します。

学修内容 到達目標

① 保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について学
ぶ。
② 保育における健康及び安全の管理について学ぶ。
③ 子どもの体調不良に対する適切な対応ついて学ぶ。
④ 保育における感染症対策について学ぶ。
⑤ 保育における保健的対応について学び、健康及び安全
の管理の実施体制ついて学ぶ。

① 保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について理解でき
る。
② 衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて理解
できる。
③ 子どもの体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法が
わかる。
④ 保育における感染症の集団発生の予防・対策について理解
できる。
⑤ 保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自
治体・関係機関との連携について理解できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 予習課題・発表準備における該当課題について積極的に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 目標や課題に向けて諦めず、強い意志をもってやり遂げることができる。

考え抜
く力

課題発見力 子どもの発達等に関して思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、
課題を見極めることができる。

計画力

創造力 子どもの発達・援助等を考えるときに、固定概念にとらわれることなく既習科目等様々な
観点から考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

聞き手に分かりやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイントが整理され
発表することができる。

グループワークで人の意見をうなずきながら聞き、思いを受け止めて、そのうえで自分の
意見を述べ、発展的なコミュニケーションができる。

授業ルール（学修態度、課題の期日を守った提出等）の必要性、重要性を理解し、遵守す
ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：「保育の場で活きる　子どもの健康と安全」建帛社　（著）髙内正子。梶美穂
参考文献：「保育所保育指針解説」、「保育の場で役立つ　食物アレルギー対応－職種間連携から考える－」建帛社
（編著）小野内初美・朴賢晶

他科目との関連、資格との関連

子どもの健康と安全（330332067）は学科専門科目の幼・保領域「保育の内容・方法に関する科目」に位置付けられ、
保育内容総論（330331056）、子育て支援（330331071）等で修得した知識、実践力を基とし、保育実践演習
（330341086）の基礎となる科目である。
また子どもの健康と安全は、保育士資格必修科目である。

学修上の助言 受講生とのルール

・予習・復習学習を行い、積極的に講義に参加すること。
・知識や技術の修得を目的にすることなく、自分が目指す
保育者としての将来像をもって授業に参加すること。

・保育者を目指す学生として相応しい服装、態度、言葉遣いで授業
に参加すること。
・課題等は期限を守って提出すること。
・無断欠席をしないこと。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準
（S）
①保健的観点を踏まえた保育環境及び援助についてについて十分に理解
でき、自分の言葉で相手に分かりやすく説明できる。
②衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて十分に理解で
き、自分の言葉で相手に分かりやすく説明できる。
③体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法について十分に理解で
き、自分の言葉で相手に分かりやすく説明できる。
④感染症の集団発生の予防について十分に理解でき、自分の言葉で相手
に分かりやすく説明できる。
⑤保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自治体・関係
機関との連携について理解でき、自分の言葉で相手に分かりやすく説明
できる。

（A）
①保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について十分に理解でき、自
分の言葉で説明できる。
②衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて十分に理解で
き、自分の言葉で説明できる。
③体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法について十分に理解で
き、自分の言葉で説明できる。
④感染症の集団発生の予防について十分に理解でき、自分の言葉で説明
できる。
⑤保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自治体・関係
機関との連携について理解でき、自分の言葉で説明できる。

（B）
①保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について理解でき、自分の言
葉でまとめることができる。
②衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて理解でき、自分
の言葉でまとめることができる。
③体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法について理解でき、自
分の言葉でまとめることができる。
④感染症の集団発生の予防について理解でき、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
⑤保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自治体・関係
機関との連携について理解でき、テキスト等を見ながら説明できる。
（C）
①保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について理解でき、記述して
まとめることができる。
②衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて理解でき、記述
してまとめることができる。
③体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法について理解でき、記
述してまとめることができる。
④感染症の集団発生の予防について理解でき、記述してまとめることが
できる。
⑤保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自治体・関係
機関との連携について理解でき、テキスト等を見ながら概ね説明でき
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

50

筆記試験
・保育における安全管理・危機管理についての説明ができる。
・子どもの体調不良等に対する適切な対応や応急処置の方法が説明
できる。
・保育における感染症の集団発生の予防・対策について説明でき
る。
・健康及び安全の管理の実施体制ついて説明ができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

20

・保健的観点を踏まえた保育環境及び援助についての指導案を作成
できる。
・保育における保健的対応についての発表を見て学びをまとめるこ
とができる。

②

③

④

⑤

レポート

① ✓

20

・保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について実践できる。
・子どもの体調不良に対する適切な対応ついて実践できる。

②

③ ✓

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）予習課題・発表準備における該当課題について積極的に取り組むことができる。
（実行力）目標や課題に向けて諦めず、強い意志をもってやり遂げることができる。
（課題発見力）子どもの発達等に関して思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に
整理し、課題を見極めることができる。
（創造力）子どもの発達・援助等を考えるときに、固定概念にとらわれることなく既習科目等
様々な観点から考えることができる。
（発信力）聞き手に分かりやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイントが整理
され発表することができる。
（傾聴力）グループワークで人の意見をうなずきながら聞き、思いを受け止めて、そのうえで自
分の意見を述べ、発展的なコミュニケーションができる。
（規律性）授業ルール（学修態度、課題の期日を守った提出等）の必要性、重要性を理解し、遵
守することができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



（B）
①保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について理解でき、自分の言
葉でまとめることができる。
②衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて理解でき、自分
の言葉でまとめることができる。
③体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法について理解でき、自
分の言葉でまとめることができる。
④感染症の集団発生の予防について理解でき、自分の言葉でまとめるこ
とができる。
⑤保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自治体・関係
機関との連携について理解でき、テキスト等を見ながら説明できる。
（C）
①保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について理解でき、記述して
まとめることができる。
②衛生管理・安全対策・危機管理・災害の備えについて理解でき、記述
してまとめることができる。
③体調不良に対する適切な対応や応急処置の方法について理解でき、記
述してまとめることができる。
④感染症の集団発生の予防について理解でき、記述してまとめることが
できる。
⑤保育における保健的対応を知り、職員間の連携・協働、自治体・関係
機関との連携について理解でき、テキスト等を見ながら概ね説明でき
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

「オリエンテーショ
ン」
・保育の安全と安心に
ついて学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・保育の安全と安心に
ついての基礎的視点が
理解できる。

（予習）領域「健康」
のねらいを読んで復習
する。
（復習）領域「健康」
の要点についてノート
にまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

「子どもの健康と保育
の環境」
・保育の環境の視点に
ついて学ぶ。
・子どもの健康管理と
安全管理について学
ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・保育の環境の視点に
ついての基礎的視点が
理解できる。
・子どもの健康管理と
安全管理についての基
礎的視点が理解でき
る。

（予習）教科書第1章
「子どもの健康と保
健」、保育所保育指針
第3章を読んで概要を理
解する。
（復習）子どもの健康
管理と安全管理を踏ま
えた保育の環境につい
てノートにまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

「子どもの健康支援」
・健康状態の把握につ
いて学ぶ。
・子どもの発達と測定
方法・保健計画につい
て学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・健康状態の把握についての基
礎的視点が理解できる。
・子どもの発達と測定方法につ
いての基礎的視点が理解でき
る。
・保健計画についての基礎的視
点が理解できる。
・子どもの発達と測定方法につ
いての基礎的視点が理解でき
る。
保健計画についての基礎的視点
が理解できる。

（予習）教科書第2章
「子どもの健康支援」
を読んで概要を理解す
る。
（復習）保健計画の留
意点についてノートに
まとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

「保育における保健的対
応」
・3歳未満児に対する対応
と留意点について学ぶ。
・3歳以上児に対する対応
と留意点について学ぶ。
・個別な配慮を要する子
どものへの対応について
学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・3歳未満児に対する対応
と留意点についての基礎的
視点が理解できる。
・3歳以上児に対する対応
と留意点についての基礎的
視点が理解できる。
個別な配慮を要する子ども
のへの対応についての基礎
的視点が理解できる。

（予習）教科書第4章
「保育における保健的
対応」を読んで概要を
理解する。
（復習）３歳未満児、
３歳以上児、個別な配
慮を要する子どものへ
の対応と留意点につい
てノートにまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
情況把
握力

5

「事故防止及び安全管
理」
・子どもの事故につい
て学ぶ。
・保育の危機管理体
制・ガイドライン、マ
ニュアルについて学
ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・子どもの事故について
の基礎的視点が理解でき
る。
・保育の危機管理体制に
ついての基礎的視点が理
解できる。
・ガイドライン、マニュ
アルについての基礎的視
点が理解できる。

（予習）教科書第5章
「事故防止および完全
対策」を読んで概要を
理解する。
（復習）保育の危機管
理体制の要点について
ノートにまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

「子どもの病気とケ
ガ」
・子どものかかりやす
い疾病、感染症、ケガ
の対応についてについ
て学ぶ

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・子どものかかりやすい疾
病、感染症と対応について
の基礎的視点が理解でき
る。
・ケガに対する応急手当の
方法と手順についての基礎
的視点が理解できる。
救急手当と危機管理につい
ての基礎的視点が理解でき
る。

（予習）教科書第6章
「子どもの体調不良等
に対する適切な対応」
読んで概要を理解す
る。
（復習）子どものケガ
等に関する応急手当の
方法と手順の要点につ
いてノートにまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

「災害時の備え」
・避難訓練について学
ぶ
・災害対策と安全点検
について学ぶ

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・避難訓練についての
基礎的視点が理解でき
る。
・災害対策と安全点検
についての基礎的視点
が理解できる。

（予習）教科書第7章
「災害への備え」を読
んで概要を理解する。
（復習）避難訓練につ
いての留意点について
ノートにまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

「安全管理の連携と協
働的取り組み」
・職員間の連携と協働
について学ぶ
・地域や専門機関等と
の連携と協働について
学ぶ

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・職員間の連携と協働に
ついての基礎的視点が理
解できる。
・地域や専門機関との連
携と協働についての基礎
的視点が理解できる。
・保護者対応についての
基礎的視点が理解でき
る。

（予習）教科書第8章
「健康および安全管理
の実施体制」を読んで
概要を理解する。
（復習）安全管理に関
する保護者対応につい
てノートにまとめる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

「保育実践①」
・ペープサートを使っ
た保健指導について学
ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・ペープサートを使っ
た保健指導について子
どもへの指導方法が理
解できる。

（予習）テーマに関す
る資料収集。
（復習）ペープサート
の製作、発表準備。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

「保育実践②」
・ペープサートを使っ
た保健指導についてグ
ループワークを通して
学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・ペープサートを使っ
た保健指導について実
践または発表をみて子
どもへの指導方法が理
解できる。

（予習）ペープサート
の完成と発表準備。
（復習）グループ発表
の課題をノートにまと
める。 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

「保育実践③」
・ペープサートを使っ
た保健指導についてグ
ループ発表を通して学
ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・ペープサートを使っ
た様々な保健指導につ
いてグループ発表を通
して理解する。。

（予習）グループ発表
のペープサートの完成
と発表準備。
（復習）他のグループ
発表の要点をノートに
まとめる。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

「保育実践④」
・ペープサートを使っ
た保健指導についての
指導計画のねらい、と
内容を学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・ペープサートを使っ
た保健指導についての
指導計画のねらいと内
容の作成方法を理解す
る。

（予習）指導計画の書
き方と子どもの発達を
既習科目からまとめて
おく。
（復習）テーマに関す
る指導計画のねらいと
内容を作成する。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

「保育実践⑤」
・ペープサートを使っ
た保健指導についての
指導計画の環境構成と
予想される子どもの
姿、保育者の援助・配
慮の方法を学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・ペープサートを使っ
た保健指導についての
指導計画の環境構成と
予想される子どもの
姿、保育者の援助・配
慮の方法を理解でき
る。

（予習）テーマに関す
る指導計画のねらいと
内容を完成させる。
（復習）テーマに関す
る指導計画を作成す
る。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

「保育実践⑥」
・保健的配慮を踏まえ
た保育の方法について
学ぶ。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・保健的配慮を踏まえ
た保育の方法について
理解できる。

（予習）保健的配慮を
踏まえた保育の方法
（遊び）を数個調べ
る。
（復習）保健的配慮を
踏まえた保育の方法に
ついて指導計画を作成
する。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

「保育実践⑦」
・保健的配慮を踏まえ
た保育を実践する。

演習
グループワーク
google classroomで課
題に取り組み、フィー
ドバックを行う。

・保健的配慮を踏まえ
た保育を実践すること
ができる。

（予習）保健的配慮を
踏まえた保育の方法に
ついて指導計画を完成
させる。
（復習）保健的配慮を
踏まえた保育の方法に
ついて指導計画の評
価・反省をする。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


